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『

中
国
文
学
論
集』
の
小
特
集
と
し
て
、
従
来
の
中
国
文
学
論
考
と
は
些
か
異
な
る
高
校
の
漢
文
教
育
に
関
す
る
テ
ー
マ
を
組
む
に

当
た
り
、
編
集
に
関
わ
る
者
と
し
て
い
さ
さ
か
説
明
を
加
え
た
い
。

二
〇
〇
三
年
九
月
二
十
三
日
、
第
二
〇
六
回
中
国
文
芸
座
談
会
に
お
い
て
、
我
々
は
青
雲
高
校
工
藤
玄
之
、
北
九
州
高
校
藤
永
容
子

の
二
教
諭
の
高
校
漢
文
教
育
の
実
践
報
告
に
よ
る
標
記
の
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
を
持
っ
た
。
当
日
は
、
入
試
の
動
向
が
漢
文
教
育
に
大
き
な

影
響
が
あ
る
こ
と
、
高
校
生
は
漢
字
漢
文
に
強
い
興
味
を
示
し
て
い
る
こ
と
等
の
報
告
が
あ
り
、
筆
者
は
、
大
学
の
中
国
文
学
科
の
裾

野
た
る
高
校
漢
文
教
育
の
実
態
に
対
す
る
無
知
を
痛
感
し
た
。
近
年
国
語
力
の
低
下
や
漢
文
教
育
の
衰
退
が
叫
ば
れ
る
中
、
こ
の
シ
ン

ポ
の
持
つ
意
味
は
か
な
り
重
大
で
あ
る
と
思
わ
れ
る
。
そ
こ
で
、
他
に
佐
賀
西
高
校
坂
田
慎
一
、
宇
都
宮
女
子
高
校
陶
山
由
紀
子
の
二

教
諭
の
投
稿
を
募
り
、
今
回
の
小
特
集
と
な
っ
た
。
ま
ず
は
高
校
漢
文
教
育
現
場
の
実
情
を
知
り
、
将
来
の
改
善
方
法
を
模
索
し
た
い
。

一
九
七
〇
年
、
岡
村
繁
先
生
の
首
唱
に
よ
っ
て
、
新
た
に
学
術
論
集
と
し
て
出
発
し
た

『

中
国
文
学
論
集』

は
、
今
号
で
三
十
三
号

を
迎
え
る
。
三
十
年
は
あ
た
か
も
一
世
代
に
相
当
す
る
。
国
立
大
学
か
ら
国
立
大
学
法
人
へ
衣
替
え
し
た
九
州
大
学
が
、〝

桑
田
変
じ

て
滄
海
と
成
る〞

例
え
通
り
、
福
岡
市
西
郊
の
玄
海
を
眺
望
す
る

〝
桑
原〞

地
区
へ
移
転
す
る
な
ど
と
、
三
十
年
前
に
誰
が
予
想
し
た

・

・

で
あ
ろ
う
。
今
回
の
九
大
の
キ
ャ
ン
パ
ス
移
転
に
は
内
部
改
組
が
絡
ま
る
。
大
学
が
如
何
に
経
営
的
に
自
立
で
き
る
か
、
如
何
に
社
会

に
役
立
つ
か
、
い
わ
ば
大
学
の
営
利
企
業
化
が
当
今
の
法
人
化
の
目
標
で
あ
る
。
こ
こ
で
関
係
者
の
見
識
が
問
わ
れ
る
の
は
、
営
利
と

は
縁
薄
い
文
学
部
へ
の
対
応
で
あ
る
。
文
飾
を
主
と
す
る
文
学
は
基
本
的
に
飾
り
・
遊
び
の
要
素
を
持
ち
、
音
楽
や
絵
画
等
の
表
現
芸

術
と
同
様
、
人
間
の
豊
饒
な
精
神
生
活
を
表
現
す
る
も
の
で
あ
る
。
文
学
部
の
無
い
総
合
大
学
は
、
大
濠
公
園
や
博
多
湾
を
実
利
の
為

に
住
宅
地
化
し
た
福
岡
市
の
よ
う
に
、
味
気
な
く
息
詰
ま
る
空
間
と
な
り
、
生
気
が
失
せ
る
で
あ
ろ
う
。
文
学
部
の
存
在
は
、
実
は

【
小
特
集�
高
校
国
語
科
に
お
け
る
漢
文
教
育
の
現
状
と
課
題
】
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〝
良
識
あ
る〞

大
学
活
性
化
の
た
め
の
必
須
条
件
な
の
で
あ
る
。
事
情
は
、
漢
文
教
育
に
も
ほ
ぼ
同
様
に
当
て
ま
る
。

大
ま
か
に
言
っ
て
、
江
戸
期
の
文
人
の
素
養
は
漢
学
で
あ
り
、
明
治
期
に
洋
学
が
そ
の
上
に
導
入
さ
れ
、
第
二
次
大
戦
敗
戦
後
は
、

今
日
に
至
る
ま
で
米
国
型
の
実
利
・
合
理
・
便
利
を
追
求
す
る
学
問
が
一
世
を
風
靡
し
て
い
る
。
九
大
の
移
転
や
改
組
も
他
大
学
と
同

様
、
モ
デ
ル
ケ
ー
ス
は
全
て
米
国
で
あ
る
。
そ
し
て
そ
の
結
果
、
実
用
的
な
英
語
教
育
偏
重
の
あ
お
り
で
、
漢
文
教
育
は
軽
視
な
い
し

は
疎
外
さ
れ
、
今
や
虫
の
息
で
あ
る
と
い
う
の
は
悲
観
し
す
ぎ
で
あ
ろ
う
か
。
抽
象
的
な
喩
え
だ
が
、
文
化
の
担
い
手
た
る
人
材
の
育

成
は
、
樹
木
の
成
長
と
同
様
、
三
十
年
を
一
単
位
と
し
、
百
年
を
一
サ
イ
ク
ル
と
す
る
。
つ
ま
り
、
現
在
の
成
果
は
過
去
の
明
治
教
育

の
賜
物
な
の
で
あ
り
、
現
在
の
教
育
は
百
年
後
に
結
果
す
る
。
戦
後
日
本
が
奇
跡
の
経
済
復
興
を
遂
げ
た
精
神
基
盤
は
、
実
に
明
治
期

に
培
わ
れ
た
人
々
の
強
固
な
思
想
で
あ
っ
た
。
漢
字
漢
文
は
日
本
文
化
の
強
固
な
基
盤
で
あ
り
、
ひ
ら
が
な
や
英
語
に
代
替
で
き
る
も

の
で
は
な
い
。
偏
向
し
た
思
想
教
育
に
漢
字
漢
文
が
使
用
さ
れ
た
苦
い
過
去
は
清
算
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
が
、
漢
文
教
育
の
軽
視
な

い
し
衰
退
が
日
本
文
化
の
軟
弱
化
に
直
結
す
る
こ
と
は
、
火
を
見
る
よ
り
明
ら
か
で
あ
る
。

炎
天
下
の
〇
四
年
八
月
五
日
、
千
名
の
高
校
生
に
九
大
文
学
部
を
紹
介
す
る
大
学
説
明
会
が
開
か
れ
、
我
が
中
文
研
に
も
多
く
の
高

校
生
が
来
訪
し
た
。
彼
ら
の
中
国
文
化
に
対
す
る
関
心
の
根
強
さ
は
こ
の
一
事
か
ら
も
伺
え
る
。
難
字
熟
語
の
一
括
変
換
も
楽
々
こ
な

し
て
、
漢
字
は
Ｉ
Ｔ
社
会
を
見
事
に
乗
り
切
る
構
え
で
あ
り
、
四
大
文
明
の
一
た
る
漢
字
文
化
は
、
ど
う
し
て
な
か
な
か
し
ぶ
と
い
。

筆
者
は
旧
来
の
漢
文
教
育
の
復
活
を
企
図
す
る
も
の
で
は
決
し
て
な
い
が
、
新
し
い
千
年
に
お
い
て
、
日
本
文
化
の
基
盤
強
化
や
ア

ジ
ア
の
伝
統
文
化
の
理
解
の
た
め
に
も
、
新
時
代
に
対
応
し
た
漢
文
教
育
の
整
備
が
緊
要
で
あ
る
。
こ
の
小
特
集
が
、
そ
の
た
め
の
第

一
歩
と
し
て
、
ま
ず
は
高
校
の
現
場
に
お
け
る
漢
字
教
育
の
実
態
把
握
に
些
か
で
も
役
立
つ
こ
と
を
願
い
つ
つ
、
前
言
に
代
え
る
。

中
国
文
学
論
集

第
三
十
三
号
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